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FG-5 型絶対重力計を用いた精密重力測定に及ぼす地震動の影響 

Effect of earthquake vibration in precise gravity measurement with the FG-5 absolute 
gravimeter 
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FG-5 型絶対重力計は、スーパー･スプリングの採用により参照用コーナー･キューブを慣性系に対して静止させ
る構造になっている。スーパー･スプリングは、メインスプリングとフィードバック機構から成り、地面振動のう
ち短周期はメインスプリングが、長周期はフィードバック機構が補償する。しかし、地震時の振動で補償されない
場合があり、京都のような都市ノイズが大きいところではメインスプリングによる補償が不十分であることがわ
かった。広帯域地震計CMG-3T を用いた同時観測データとの比較により、スーパー･スプリングによる補正の限界を
明らかにし、地震計データを用いることにより絶対重力測定に含まれる地震ノイズの補正を試みた。 
 
 
FG-5 型絶対重力計は、自由落下型の重力計であり、スーパー･スプリングの採用により参照用コーナー･キュー
ブを慣性系に対して静止させるような構造になっている。スーパー･スプリングは、メインスプリングとフィード
バック機構から成り、地面振動のうち1Hz より短周期は主にメインスプリングが、また 0.1Hz より長周期はフィー
ドバック機構が補償する。しかし、卓越周波数が0.1～1Hz の地面振動においては、スーパー･スプリングでは十分
補償できず、また、京都のような都市ノイズが大きいところではメインスプリングによる補償は不十分であり、短
周期のノイズが残ることがわかった。 
 スーパー･スプリングは“Coil Out”としてフィードバック量を出力することができる。しかし、その特性を明
らかにするには、地震計との同時観測が必要であり、今回、広帯域地震計 CMG-3T を用いて数回の同時観測を行っ
た。 
 同時観測は、同じ室内(京都大学理学３号館地下、重力基準点京都Ｃ)において隣接した基台にそれぞれの機
械を設置して行われた。 
 同時観測データを比較することにより、スーパー･スプリングによる補正の限界を明らかにし、最終的には、
地震計データを用いることにより絶対重力測定に含まれる地震ノイズの補正を行うことを目的としている。 


